
東北農業　研究　第15号　（1974）　　　　　　　　　　　255

第4表－2　凰乾　収量調査

年次別
風 乾 重 （毎′a 当たり）

1 番刈 2 番刈 5 番刈 4 番刈 合　 計 1 番刈 2 番刈 5 番刈

4 4

5 4 ．0 5 5 ．1 2 4 ．d 1 8 ．9 1 1 2 ．6 ・ 1 8 ．5 1 5 ．4 2 5 ．4

4 1．9 4 0 ．8 5 5 ．4 2 1．9 1 4 0．0 1 エ 7 1 4 ．8 2 5．5

5 5 ．2 5 5 ．8 5 1．8 2 5 ．8 1 5 6．4 1 7 1 1 4 ．8 2 2 ．1

4 1．7 5 父 7 5 8 ．8 2 5 ．6 1 4 5 ．8 1 8 ．0 1 5 ．2 2 2 ．7

4 5

5 7 9 5 2 ．9 1 4 ．1 1 4 ．4 9 R 5 2 2 ．7 1 鼠4 2 1．4

5 q d 5 4 ．9 2 0．4 1 7 7 1 5 2 ．6 2 1．5 1 R 8 2 0 ．8

5 7 5 5 1．6 1 1．5 1 7 7 9 8 ．5 1 鼠 1 1 8 ．8 1 8 ．9

4 買 う 5 2．■5 2 0 ．5 1 9 4 1 2 1．5 2 0 ．5 1 8 ．8 1 R D

雑かん木杯への不耕起による牧草導入試験

一不耕起草地の放牧用草種選定一

佐藤　勝信・青田　衛史・橋本　　恵

（福　島　県畜　試）

1　ま　え　が　き

未利用山間地を放牧地として開発する場合には機械

開墾しなくとも，立木を刈り払い牧草種子を直播する

のみで容易に草地化できることが判明したので，44

年より12革種を用いて放牧用の通草種の選定を行っ

ているが，今回は造成5年次までの成果を報告する。

2　試．験　方　法

1　供託地の概況

福島県畜産試験場内のツツジ，ナラ，クリ，マツ，

サクラなどが密生している雑かん木林で標高5007托，

南東約80の便斜面，土壊表面は落葉層が厚く（5～d

仇）枯札　枯葉が堆積しており，腐植が多く，酸性が

削、火山灰土壌である。

2　造成前の植生（100〝㌔当たり）

ツツジ　　　　190．4本（10～15年生）

ナ　ラ　　　　　　85．8　（10～15年生）

ク　リ　　　　　11．0　（15～20年生）

7カマツ　　　　　“　（20～25年生）

モミジ　　　　　　　4．4

その他かん木

5　試験地の処理

試験地の立木は44年7月地際より皆伐，搬出した

軋次のような試験処理を行った。

（1）供試牧草および播種量

第1表に示す。

第1表　供試草種および播種量（毎′10a）

革　　種　　名 播種量

オーチヤードグラス（OG）

チモシー　　　　　（T）

べレニアルライグラス（PR8）

トールフェスタ　（TF）

メドゥフェスタ　　（MF）

スムーズブロームグラス（SBG）

リードカナリーグラス（RCq・）

レクドトップ　　　（Rで）

ケンタッキーブルーグラス（E130）

レクドフェスタ　　（RF）

ラジノクローバ　　（LC）

ホワイトクローバ　（WC）
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（2）試験区の構成および施肥量

1区10〝ヂ，5区乱塊法，44年9月5日単撒播し

たが，その際，把耕，覆土，鎮圧などの処理は一切行

わなかった（第2蓑）。
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第2表　施　肥　量　（吻／1Da・）

草　撞
元 肥 追　　　　肥

Ⅳ P 2 0 5 R 2 0 N P 2 0 5

4 2 0 4 5 0 2 0

2 2 口 4 0 2 0

イネ科

マメ科

注．土改資料として炭カル280

5　試　験　結　果

1　革種別発芽定着率の推移

44年9月播種後，約1カ月で08　PRG，MF，SB

G，RT，KBG，LC，WCなどは順調に発芽した。しか

し，定着状態は草種によって非常に異なり，越冬前の

定着率が10多以上であった革種はPRG・，MF，08，Ⅹ

88の4種のみで外は10肇にも満たなかった。

なお，定着率が良かった草種は初めから雑草率が低

かったが，外の大部分の草種，特にT甘，SBG，RCO．

lC，Cなどは春の雑草率が高かった（第1回）。し

かし，刈取回数を重ねるにつれて低くなり秋には確実

に定着した。

2　年間収量の比較

利用2年日の生草収量および風乾物収量は第2回の

とおりである。

1年目に多収であった草径は，08，PRO，RTで，

2年目は各章租とも1年次よりも増収し．特にRC甘，

Tp，838は生草，乾物とも2・D～1・5倍の増収率とな

った。

このことから不耕起造成においては草種によってお

のずと定着・安定の度合に特異的なものがあることが

知られる。

1年次
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第2図
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風乾収量がa当たり70時以上であった革種はRc

O＞RT＞08＞叩＞KBGの順であり，50～7D晦

であった草種はアRG＞T＞SBG＞MF，以下Wc＞

1C＞RFの順であった。
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5　1日当たりの乾物生産量

各章種とも5月から7月にかけて乾物生産が掻めて

45678910（月）

4　5　67　8　910

4　5　6　7　8　910

スムースブロームグラス

4　5　6　7　8910

レッドフェスタ

CV＝72．7

■lIll．．＿
4　5　6　78910

高く，8月以降になると急速に低下しており季節的変

動が著しい（第5図）。

ぺレニアルライグラス　　トールフェスタ

艦皿註
4　5　6　7　8910

リードカナリーグラス

4　5　6　78　910

ラジノタローバ

CV＝73．9

4　5　6　78910

第5図　1日当た　りの乾物生産量

各章塩の乾物生産量を季節的変動（CV）によって比

較してみると次のとおりである。

（a）CV＝40喀以下　　　TF，KBO

P）CV＝40～50肇　　　RCG，PRq・，RT

（e）cv＝50～70痴　　　00，MF，SBO・，WC

匝）CV＝70渉以上　　　で，RF，LC

放牧用車種としてはできるだけSpring flじ【ヨh

が少なく，年間を通して平均した生産をあげることが

望ましいわけであるが，これらの結果から比較的良い

と考えられる革種はTy，K88であり，次いでRCB，

PRG，Rでであるといえる。

したがって，これからの放牧用筆種としては08・ば

かりでなく，PRG，Ty，KBG・，RTなども検討してみ

る価値があると思われる。

4　ま　　と　　め

雑かん木杯を刈払いして不耕起草地造成したが，定

着が容易で1年次から多収となった草種はオーチヤー

ド・ベレエアルライグラス，レッドトップであったが，

2年次になって急に生産量が増大してきた革桂は，リ

4　56　7〉8．9．10

4　5　678910

ホワイトタロ㌧－バ

CV＝63．4

lI．l．．．．
456　78　910

－ドカナリーグラス，チモシー，トールフェスタ，ス

ムースプp－ムグラスで前年比2．0～1．5倍の収量とな

った。

造成2年次の風乾収量が多収であった草種は，リー

ドカナリーグラス，レッドトップ，オーチヤード，ト

ールフェスタ，ケンタッキーブルーグラスでa当たり

70～82時，次いでペレニアルライグラス，チモシー，

スムースブロームグラス，メドゥフェスタが58～‘5

極であったU

季節的変動が低かった革種は，ケン・クッキーブルー

グラス，トールフェスクで変異係数40烙以下であり，

次いでべレエアルライグラス，リードカナリーグラス，

レッドトップが50労以下であった。

春，特に生産量の多い草柱は．チモシー，秋に比較

的多い草種は，トールフェスタ，リードカナリーグラス，レッ

ドトップ，ケンタッキーカレーグラスなどであった。

雑草率の板めて低かった草種は，オーチヤード，べ

レこアルライクラス，メドゥフェスタ，レッドトップ，

ケンタッキーブルーグラスなどであった。

株化　裸地化の少ない卓種は，オーチヤード，レッ

ドトップ，ケンタッキーブルーグラス，ラジノクロー

バ，ホワイトタローパなどであった。
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DC‡）が高い草種は，スムースブロームグラス，リ　　タグキーブルーグラスなどを主としてあげることがで

－ドカナリーグラス，メドゥフェスタ，べレエアルラ

イグラスで，TD Nの高い草種は，ベレニアルライグ

ラス，レッドトップ，レッドフェスクなどであった0

以上のことを総合して放牧用事種としての適応性を

考えると，オーチヤード，べレニアルライグラス，メ

ドゥフェスタ，トールフェスタ，レッドトップ，ケン

きる。
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へイキューバの性能と草種について（中間報告）

山本　利介・後沢松次郎・佐藤　勝郎・高橋伝三郎
（岩手　県畜　試）

1　は　じ　め　に

生牧草等を乾燥して圧縮成型するための施設を設置

することにより，粗飼料価値の向上，飼料給与の省力

化，輸送経費の節減等の新たな粗飼料形態を作出する

ために，昭和45年に岩手県がヨ一口ノバから導入し

た牧草高温瞬間乾燥圧縮成型機（以下，へイキューバ

ーという）についての援械性能，適応車種の摘出，製

品性状等の追究を行ったので，その中間成績概要につ

いて報告する。

2　試　験　方　法

1　供試草種

オーチ　ヤードグラス

チモミ′－

オーチ　ヤードグラス十ペレニアルライグラス十ラジ

ノ　タロ一パ

オーチヤードグラス十ラジノクローバ

2　刈取時期

1番草　5月18日～6月19日（穂早期，出穂期，

開花期別）

2番草　8月25日～7月9日（1番革刈取後生育

日数　40日目，50日目，dO日日）

5番草　9月22日～9月29日

4番草　10月19日～11月1日

5　施　肥　量

1回目　草地化成212号　10アール当たり40晦

4月‘日

2回目　草地化成212号　10アール当たり20毎，

50毎　5月25日

5回目　草地化成212号10アール当たり15極

8月198

4　供試施設の概要

＝　乾煉圧縮成型機

・乾燥機（オランダ）W．Vaトn・Den・Brek．型

式　A－25

・付属装置：原料供給装置，燃焼装置，乾燥機およ

び付属装置，乾燥供給装置等

・乾燥機性能：材料水分85節　時間当たり生産量

極′h　500囁く含水分10舘）

・水分蒸発能力　2，500ヱ／h

・最大燃料消費量：ヱ′h　220ヱ

0成型機（西ドイツ）　AMANDS．KAHIJ

形式　8100－58　ローラダイ方式

製品生産量　昭／h1500～2000九才

0施設電動装置

総モーター出力　　141．12RW

モーター数　　　　　　18基

ヒ・一・タ－

自動制御装置付

（2）施設の作業工程

10～50mm（平均207m以内）程度にフォーレー

ジ・ハーベスターによって圃場で収悸切断した生草は，

第1区lの順序に送り込まれてヘイキューブが生産され

る。

5　牧草収穫作業体系

へイキューパーに供給する生牧草の収標作業体系は

第2図のとおりである。


